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（社）ロシアNIS貿易会 講演会のご案内 

■ROTOBO                       ■□■ 

 
講講演演会会「「ロロシシアア極極東東経経済済とと第第三三次次極極東東発発展展ププロロググララムム」」  

 

 ロシア経済は2007年も好調を維持し、経済成長率は７％を上回ると見込まれています。しか

し、現在のロシアの経済成長は、モスクワやサンクトペテルブルグなど大都市圏を有するロシ

ア欧州部が牽引しており、極東地域などの遠隔地方は成長の果実をまだ十分に共有するに

は至っていません。むしろ、ロシア欧州部と極東地域の格差は年々拡大しています。今後の

ロシア経済の課題は、ロシア政府の掲げる「イノベーションによる産業構造の高度化と多様

化」とともに、「経済成長の地方への波及」（とくに極東・東シベリア地域）にあるといってよいで

しょう。 

 極東地域の経済発展には、まずインフラの整備が必要であり、そのためには連邦政府の関

与が不可欠です。その意味で注目されるのが、昨年11月21日の政府決定によって正式承認

された「2013年までの極東ザバイカル経済社会発展連邦目的プログラム」です。 

 これまで極東ザバイカル発展プログラムは、1996年（第一次）及び2002年（第二次）に策定・

改訂されましたが、連邦予算の支出は１割のみ、残りをそれ以外からの財源に頼るもので、

事実上、実効性に乏しいものでした。しかし、今回の第三次プログラムでは、事業費全体

（5,670億ルーブル、約2.6兆円）のうち連邦予算からの支出が75％を占め、第一次、第二次に

比べ連邦政府の関与が大幅に強化されています。現在、ロシア政府にはそれを裏付ける財

政収入があり、また2012年のAPEC首脳会合までにウラジオストクの整備を是が非でも進め

なければならないという差し迫った事情もあることから、今回のプログラムにはこれまでとは

違った現実味が感じられます。 

 今回、ご講演いただくミナキル所長は、極東を代表するエコノミストとして、これまでの極東

発展プログラムの策定・改訂作業に深く携わってきました。今回の講演では、ロシア極東経済

の現状と第三次極東発展プログラムの行方についてお話しいただきます。 

 同プログラムで予定される多数のプロジェクトは、日本企業にとってもビジネスチャンスとな

りうる可能性を十分にもっています。皆様、奮ってご参加ください。 

 なお、本講演会は、有料参加（当日、受付にて徴収）となりますのでご了承ください。 

 

◆日 時： 平成20年２月１２日（火） 10:00～12:00 

◆場 所： 東京証券会館 ９F 第１・第２会議室 

東京都中央区日本橋茅場町1-5-8  TEL: 03-3667-9210（次頁地図を参照） 

◆講 師： P.A.ミナキル ロシア科学アカデミー極東支部経済研究所 所長 

◆参加費（資料代等）：当会会員（１名様：2,000円）、会員外の方（１名様：4,000円） 

◆問合せ： (社)ロシアNIS貿易会 ロシアNIS経済研究所 （担当：中居） 

      TEL:03-3551-6218  FAX：03-3555-1052 

参加ご希望の方は、別紙の参加申込用紙にご記入の上、２月７日（木）までにファックスにてお申込

みください。定員（80名様）になり次第、締め切らせていただきますので、何卒ご了承ください。 



（社）ロシア NIS 貿易会 

ロシアNIS経済研究所 宛て 

FAX：03-3555-1052 （担当：中居） 

 

講演会 

－ロシア極東経済と第三次極東発展プログラム－ 

２月12日（火） 10:00～12:00 

参 加 申 込 書 

締切日：２月７日（木）  

会社・団体名  

部署・役職  

氏名  

TEL  FAX  

E-mail  

 

 

東京証券会館 

〒103-0025 東京都中央区日本橋茅場町1-5-8  

TEL 03-3667-9210 

◆交通のご案内 

■地下鉄 日比谷線・東西線  茅場町駅下車 8番出口直結   

■地下鉄 銀座線 日本橋駅下車 徒歩5分   

■都  営 浅草線 日本橋駅下車 徒歩3分  



講講講師師師紹紹紹介介介   
 

パーヴェル・アレクサンドロヴィチ・ミナキル 

Dr. MINAKIR, Pavel Aleksandrovich 

 

１．生年月日： 1947年12月２日生まれ（60歳） 

 

２．出身地 ： シンフェローポリ市（現ウクライナ領） 

 

３．学 歴： 1972年 モスクワ国立大学経済学部卒業 

         1984年 経済学博士号取得 

 

４．専門分野：  地域経済論、ロシア極東の経済開発、対外経済関係 

 

５．職 歴： 

1972～1989年  ソ連科学アカデミー極東センター経済研究所（ハバロフスク市）で勤務 

1989～1991年  ソ連科学アカデミー極東センター地域問題総合分析研究所（ビロビジャン市）所長 

1991年     ソ連科学アカデミー極東センター経済研究所所長代理 

1991～1992年  ハバロフスク地方第一副知事 

1992年～現在  ロシア科学アカデミー極東支部経済研究所所長 

 

６．その他役職： 

1997年5月～2006年5月  ロシア科学アカデミー準会員（経済学） 

2006年5月～現在 ロシア科学アカデミー正会員 

 

７．主 著： 

（１）『地域経済政策-極東地域の発展戦略-』（ハバロフスク、1997年） 

（２）『ロシア極東-経済発展の現実と可能性-』（共著、ハバロフスク、1998年） 

（３）『ロシア極東-経済的潜在力-』（編著、ウラジオストク、1999年） 

（４）『ロシア極東における経済政策』（編著、ハバロフスク、2000年） 

（５）『ロシアと日本-地域協力のポテンシャル-』（編著、ハバロフスク、2000年） 

（６）『地域経済学 極東』（単著、モスクワ、2006年） 

 

８．受賞歴等： 

（１）2005年５月 日露修好150周年記念外務大臣表彰受賞 

（極東ロシアにおける経済分野での日露学術交流に貢献） 

（２）2006年11月 旭日中綬章を受勲（日本・ロシア間の学術交流の促進に寄与） 

 

９．訪日歴： 

   多数 （1988年以来、当会主催の講演会は今回で15回目） 


